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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第84期
第１四半期
連結累計期間

第85期
第１四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 1,555,028 639,092 4,601,494

経常利益又は経常損失(△) (千円) 184,794 △185,845 △59,877

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(千円) 101,940 △104,142 △164,855

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 75,957 △80,029 △122,548

純資産額 (千円) 4,925,253 4,590,086 4,686,975

総資産額 (千円) 9,605,872 8,017,567 8,039,283

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期(当期)純
損失金額(△)

(円) 15.38 △15.71 △24.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 51.3 57.3 58.3

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．当社及び国内連結子会社は従来、国内向け工作機械は工場出荷した日をもって売上を計上しておりましたが、

当第１四半期連結会計期間から、顧客検収日をもって売上を計上することに変更したため、当該会計方針の変

更を反映した遡及修正後の数値を記載しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く工作機械業界は、政府による各種政策や円

高是正等による国内景況感の改善、堅調に推移した米国経済の影響により回復傾向にある一方、昨年秋以

降継続している中国経済の停滞等の影響により、回復の足取りは緩やかなものとなりました。

　当社グループの受注環境におきましては、国内における各種政策による効果が顕在化するまでに時間を

要していること、海外の主力市場である中国においても景気の立上りが遅れていることから、受注は回復

基調にあるものの四半期内の販売として取り込むことができず、当第１四半期連結累計期間の業績は厳し

いものとなりました。

　このような状況の下、当社グループは、海外における経営環境の変化に対応するため、合弁会社（台湾）

の生産販売活動やＨＡＡＳ社（ドイツ）との販売活動により海外における生産販売態勢の充実に努めて

まいりました。製品開発といたしましては、ＣＮＣ成形研削盤の最上位機種や全自動ＣＮＣ複合外周研削

盤の新たな標準機及び新分野戦略製品を主力化させるとともに、新型ＣＮＣ成形研削盤の開発、溝入れ工

具研削盤の量産型の開発及び当社グループのコア技術を活かした特定ユーザーとのコラボレーションに

よる新市場及び新事業の創造に取り組んでまいりました。また、平成25年４月には中国の北京で開催され

たCIMT2013(中国国際工作機械展)に、次世代の全自動CNC複合外周研削盤を出展いたしました。

　この結果、当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、売上高は639百万円(前年同期比58.9％

減)、営業損失は183百万円(前年同期は201百万円の営業利益)、経常損失は185百万円(前年同期は184百万

円の経常利益)となり、四半期純損失は104百万円(前年同期は101百万円の四半期純利益)となりました。

　品目別の業績を示すと、次のとおりであります。

　(金型関連研削盤)

　既存製品及び新製品等の戦略製品を投入いたしましたが、中国を中心としたアジア市場及び国内市場と

もに引き続き低調であり、結果として、売上高は230百万円(前年同期比1.3％増)となりました。金型関連研

削盤における売上高は、当社グループの総売上高の36.1％を占めております。

　(切削工具関連研削盤)

　国内及び中国を中心に既存製品及び新製品等の戦略製品を投入いたしましたが、低調な切削工具関連業

界動向の煽りを受け、結果として、売上高は194百万円(前年同期比81.6％減)となりました。切削工具関連

研削盤における売上高は、当社グループの総売上高の30.5％を占めております。

　(その他の機械)
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　新分野製品を中心に市場投入いたしましたが、売上高は55百万円(前年同期比52.3％減)となりました。そ

の他の機械における売上高は、当社グループの総売上高の8.7％を占めております。

　(アフターサービス)

　アフターサービス(有償修理)及びメンテナンス部品については、売上高は157百万円(前年同期比4.9％

増)となりました。アフターサービスにおける売上高は、当社グループの総売上高の24.7％を占めておりま

す。

　

(2) 財政状態の分析

　総資産は、前連結会計年度末に比べ21百万円減少し、8,017百万円となりました。これは、主として仕掛品

が346百万円増加し、受取手形及び売掛金が237百万円、商品及び製品が188百万円減少したことなどにより

ます。

　負債は、前連結会計年度末に比べ75百万円増加し、3,427百万円となりました。これは、主として支払手形

及び買掛金が97百万円増加したことなどによります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ96百万円減少し、4,590百万円となりました。これは、主として利

益剰余金が121百万円減少したことなどによります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変

更はありません。

　

(4) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は42百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,028,000 7,028,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

株主としての権利内容に制限の　　　
　　ない、標準となる株式
単元株式数は100株であります。

計 7,028,000 7,028,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 7,028,000 ― 843,300 ― 881,244

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

 5/16



　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式

399,200
― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

6,627,500
66,275

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式
 普通株式

1,300
― 同上

発行済株式総数 7,028,000― ―

総株主の議決権 ― 66,275 ―

(注) １  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が94株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社和井田製作所

岐阜県高山市片野町2121 399,200― 399,200 5.68

計 ― 399,200― 399,200 5.68

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,008,549 1,960,264

受取手形及び売掛金 ※2
 1,007,110

※2
 769,156

商品及び製品 214,669 26,133

仕掛品 829,405 1,175,978

原材料及び貯蔵品 493,583 547,600

未収還付法人税等 143,375 146,494

繰延税金資産 63,816 129,748

その他 27,148 59,700

貸倒引当金 △111 △69

流動資産合計 4,787,547 4,815,007

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 939,394 917,308

機械装置及び運搬具（純額） 423,768 397,873

土地 884,077 880,252

その他（純額） 307,444 301,009

有形固定資産合計 2,554,685 2,496,444

無形固定資産 41,389 42,567

投資その他の資産

投資有価証券 353,698 383,781

関係会社株式 44,198 42,974

繰延税金資産 104,196 97,148

その他 154,966 141,044

貸倒引当金 △1,399 △1,399

投資その他の資産合計 655,660 663,548

固定資産合計 3,251,735 3,202,559

資産合計 8,039,283 8,017,567

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 250,648

※2
 348,030

短期借入金 715,000 775,000

1年内返済予定の長期借入金 504,076 454,878

その他 219,523 170,202

流動負債合計 1,689,247 1,748,110

固定負債

長期借入金 1,185,370 1,210,872

長期未払金 138,760 134,410

退職給付引当金 121,722 130,977

その他 217,208 203,111

固定負債合計 1,663,060 1,679,370

負債合計 3,352,308 3,427,481
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 843,300 843,300

資本剰余金 881,244 881,244

利益剰余金 3,239,332 3,118,330

自己株式 △310,664 △310,664

株主資本合計 4,653,212 4,532,210

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 71,709 93,352

為替換算調整勘定 △37,946 △35,476

その他の包括利益累計額合計 33,763 57,875

純資産合計 4,686,975 4,590,086

負債純資産合計 8,039,283 8,017,567
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 1,555,028 639,092

売上原価 1,009,432 500,265

売上総利益 545,596 138,827

販売費及び一般管理費 343,891 322,560

営業利益又は営業損失（△） 201,704 △183,732

営業外収益

受取利息 44 26

受取配当金 5,034 5,302

受取賃貸料 3,315 4,020

為替差益 － 508

その他 3,428 972

営業外収益合計 11,821 10,830

営業外費用

支払利息 10,687 6,647

持分法による投資損失 － 3,119

為替差損 15,575 －

その他 2,468 3,176

営業外費用合計 28,731 12,943

経常利益又は経常損失（△） 184,794 △185,845

特別利益

固定資産売却益 7,186 －

特別利益合計 7,186 －

特別損失

固定資産除却損 505 0

投資有価証券評価損 10,641 －

減損損失 － 1,158

特別損失合計 11,146 1,158

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

180,834 △187,004

法人税、住民税及び事業税 24,800 1,321

法人税等調整額 54,093 △84,183

法人税等合計 78,893 △82,861

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

101,940 △104,142

四半期純利益又は四半期純損失（△） 101,940 △104,142
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

101,940 △104,142

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,697 21,642

為替換算調整勘定 △2,764 574

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,520 1,895

その他の包括利益合計 △25,982 24,112

四半期包括利益 75,957 △80,029

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 75,957 △80,029

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　当社及び国内連結子会社は従来、国内向け工作機械は工場出荷した日をもって売上を計上しておりましたが、当第

１四半期連結会計期間から、顧客検収日をもって売上を計上することに変更いたしました。

　この変更は、国内向け工作機械の出荷から検収までの期間が長期化する傾向にあることをふまえ、新原価計算シス

テムが当期稼働したことを機に、収益認識基準を検収基準に変更し、工作機械販売に係る契約の実態をより適切に

財務諸表に表示することを目的としたものであります。

　当該会計方針の変更を遡及適用し、前年同四半期及び前連結会計年度については、適用後の四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表としております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結貸借対照表は、受取手形及び売掛金が233,880千円減少し、商品及び

製品が188,536千円、繰延税金資産が16,858千円増加し、利益剰余金が28,485千円減少しております。

　また、前第１四半期連結累計期間の売上高は149,761千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益は45,670千円増加しております。

　なお、1株当たり情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

下記会社のリース会社とのリース契約等に対する債務について債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

昆山久錦精密模具有限公司 12,197千円無錫高晟成型科技有限公司 52,556千円

Jing Rui Precision 
Engineering Pte Ltd.

9,930千円昆山市玉山鎮必凡精密機械場 12,464千円

杭州嘉力訊電子有限公司 9,582千円無錫市嘉文精密機械有限公司 12,304千円

その他（９社） 44,890千円その他（14社） 92,021千円

計 76,600千円　 169,347千円

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 38,939千円 7,080千円

支払手形 53,025千円 26,224千円

　

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

12/16



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 64,941千円 70,399千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月20日
定時株主総会

普通株式 66,287 10.00平成24年３月31日 平成24年６月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、セグメント情

報は記載しておりません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、セグメント情

報は記載しておりません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

15円38銭 △15円71銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)(千円)

101,940 △104,142

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)(千円)

101,940 △104,142

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,628,706 6,628,706

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. 「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間における会計方針の変更は遡及適用され、前

第１四半期連結累計期間については、遡及適用後の財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前

と比べて前第１四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額は、4.33円増加しております。

　

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

　

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月９日

株式会社和井田製作所

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安　田　　　豊    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙　橋　浩　彦　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社和井田製作所の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社和井田製作所及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
会計方針の変更に記載されているとおり、会社及び国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より、収
益の認識基準を変更した。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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